
松
江
市
大
海
崎

お
お
み
ざ
き

町
に
あ
る
目
無
水

め
な
し
み
ず

。
今

も
大
量
の
水
が
わ
き
出
て
い
て
、
大
井
町
、

大
海
崎
町
に
飲
料
水
を
供
給
し
て
い
る
。

老
若
男
女
が

い
つ
も
集
ま
っ

て
宴
会
を
し
て

い
た
と
あ
る
。

こ
こ
か
ら
の
中

海
・
大
山

だ
い
せ
ん

方

面
の
景
色
を

楽
し
ん
だ
の
だ

ろ
う
か
。
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目無水（松江市大海崎町付近）

鹽
楯

し
ほ
た
て

嶋
。
蓼
螺
子

た

で

に

し

・
水
蓼

み
づ
た
で

あ
り
。

松
江
市
矢
田
町
、
国
道
九
号
線
を
通
る

と
、
大
橋
川
に
手
間
天
神
社
が
あ
る
島
が

見
え
る
。
木
々
が
う
っ
そ
う
と
茂
る
こ
の
島

が
そ
れ
だ
。

朝
酌
渡

あ
さ
く
み
の
わ
た
り。

廣
さ
八
十
歩
許

ぶ
ば
か
り

あ
り
。
國
　
廳

く
に
の
ま
つ
り
ご
と
の
や

よ
り
海
邊

う
み
べ

に
通
ふ
道
な
り
。

朝
酌
渡
は
、
後
章
（
三
三
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
。

前
原
埼

さ
き
は
ら
の
さ
き

。
東
西
北
は
並
び
にや

ま
さ
が
し
くし

く
、
下

ふ
も
と

に
は
則
ち
陂

つ
つ
み

あ
り
。
周め

ぐ

り
二
百
八
十
歩
、
深

さ
一
丈
五
尺
許
あ
り
。
三
つ
の
邊

ほ
と
り

に
は
草
木

自お
の
づ
から

涯き
し

に
生お

ふ
。
鴛
鴦

お

し

・
た
か
べ

・
鴨
、
隨
時

よ
り
よ
り

の
常ま

ま

に
住
め
り
。
陂

つ
つ
み

の
南
は
海
な
り
。
即
ち

陂
と
海
と
の
間
は
濱
に
し
て
、
東
西
の
長
さ

一
百
歩
、
南
北
の
廣
さ
六
歩
あ
り
。
肆
松

ま
つ
つ
ら

蓊
鬱

な
り
し
げ

り
濱
鹵
淵
澄

な
ぎ
さ
ふ
か
く
す

め
り
。
男
女
時
に
隨よ

り

て
叢
會

つ

ど

ひ
、
或
る
は
愉
樂

た
の
し

み
て
歸か

へ

り
、
或
る

は
耽
遊

あ

ら

ぎ
て
歸
る
こ
と
を
忘
れ
、
常つ

ね

に
燕
喜

う
た
げ

す
る
地

と
こ
ろ

な
り
。

松
江
市
大
海
崎
町
の
海

辺
。
風
光
明
美
な
地
で
、
当

時
の
人
び
と
が
集
ま
っ
て
は

酒
宴
を
開
い
た
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
。

大海崎町間の内付近。大山はもちろん、京羅木山・星上山が望める。

和
多
々

わ

た

だ

嶋
。
周
り
三
里
二
百

二
十
歩
あ
り
。
椎
・
海
石

つ

ば

き

・
白
桐

き

り

・
松
・
芋
菜

い
へ
つ
い
も

・
薺お

頭
蒿

は

ぎ

・
蕗

ふ
ふ
き

・
都
波

つ

は

・
猪い

・
鹿し

か

あ
り
。
陸く

が

を
去
る
こ
と
、
渡
り

一
十
歩
な
り
。
深
き
淺あ

さ

き
を

知
ら
ず
。

美
保
関
町
下
宇
部
尾

し

も

う

べ

お

の
和わ

田
多

た

だ

鼻
。
現
在
は
陸
続
き
で

半
島
と
な
っ
て
い
る
。

美
佐

み

さ

嶋
。
周
り
二
百
六
十

歩
、
高
さ
四
丈
あ
り
。
椎
・

橿か
し

・
茅ち

・
葦あ

し

・
都
波

つ

は

・
薺お

頭
蒿

は

ぎ

あ
り
。

和
田
多
鼻
の
東
の
和
名

わ

な

鼻

で
、
こ
こ
も
島
だ
っ
た
。

戸
江
　

と
の
え
の
せ
き

。
郡
家

ぐ
う
け

の
正
東

ま
ひ
が
し

二
十

里
一
百
八
十
歩
な
り
。
嶋
に

非あ
ら

ず
。
陸く

が

地
の
濱
の
み
。
伯は

は

耆き

の
國
郡

く

に

の
内
な
る
夜
見
嶋

よ
み
の
し
ま

と
相
向
か
は
ん
と
す
る
間

と
こ
ろ

な

り
。美

保
関
町
森
山
の
古
関
。

「

」
は
交
通
を
取
り
締
ま

っ
た
所
。
関
谷

せ
き
だ
に

は
そ
の
名
残

と
考
え
ら
れ
る
。
対
岸
は
伯

耆
国
で
、
交
通
の
要
所
で
あ

っ
た
た
め
監
視
所
を
置
い
た
。

栗
江

く
り
え

埼
。
夜
見
嶋
に
相
向

ふ
。
促
戸

せ

と

の
渡

わ
た
り

は
二
百
一
十

六
歩
な
り
。
埼
の
西
は
、
入い

り

海う
み

の
堺
な
り
。

美
保
関
町
森
山
横
田
神

社
の
南
方
の
岡
鼻
で
あ
ろ
う
。

国道９号線から手間天神社を望む。

『
出
雲
国
風
土
記
』の
秋
鹿
郡
の
条
に
書
か
れ
た
「
入
海
」
は
宍
道
湖
を
、

島
根
郡
の
条
に
書
か
れ
た「
南
の
入
海
」は
、
中
海
を
指
し
て
い
ま
す
。
当
時

食
用
と
さ
れ
た
魚
や
秋
の
渡
り
鳥
な
ど
を
中
心
に
数
多
く
の
生
き
物
が
記
載

さ
れ
、
入
鹿
（
イ
ル
カ
）・和
爾（
サ
メ
）を
除
く
と
、
多
く
は
現
在
も
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
海
鼠
は
ナ
マ
コ
の
こ
と
、
海
松
は
ミ
ル
と
い
う
海
中
の
岩
石
に
着

生
す
る
海
藻
の
こ
と
で
、
塩
分
濃
度
が
低
く
な
っ
た
せ
い
か
、
現
在
、
宍
道
湖

や
中
海
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

上空から美保関町森山方面を望む。写真の右外れに岡鼻がある。

宍
道
湖
・
中
海
の
生
き

凡お
よ

そ
南
の
入
海
に
在
る
所
の
雜

く
さ
ぐ
さの

物
は
、
入
鹿

い
る
か

・
和
爾

わ

に

・
鯔

な
よ
し

・
須
受
枳

す

ず

き

・
近
志
呂

こ
の
し
ろ

・
鎭
仁

ち

に

・
白
魚

し
ら
を

・
海
鼠

こ

・
　
　
　

え

鰕び

・
海
松

み

る

等
の
類

た
ぐ
ひ

、
至
多

い
と
さ
は

に
し
て
名
を
盡つ

く
す
べ
か
ら
ず
。（
「
島
根
郡
」
の
条
）

南
は
入
海
に
し
て
、
春
に
は
則
ち
鯔
魚

な
よ
し

・
須
受
枳

す

ず

き

・
鎮
仁

ち

に

・

鰕
え

び

等
の
大
き
小
さ
き
雜

く
さ
ぐ
さの

魚
あ
り
、
秋
に
は
則
ち
白く

ぐ

鵠ひ

・
鴻
雁

か

り

・た
か
べ

・
鴨
等
の
鳥
あ
り
。（
「
秋
鹿
郡
」
の
条
）

近志呂（このしろ）
コノシロのこと。ツナシ・コハダ・ドロク
イなどの異名をもつ。南日本の波静かな入
り海に多い。

鯔・鯔魚（なよし）
ボラの幼魚。外海で生まれ、春から秋にか
け宍道湖・中海にはいってくる。成長につ
れ、呼び名の変わる「出世魚」。よく水面か
ら飛び跳ねる。

須受枳（すずき）
スズキのこと。セイゴ・ハネなどとも言う。
成長するにつれ、呼び名の変わる「出世
魚」。濡れた和紙にくるんで蒸し焼きにする
「奉書焼き」は、島根県の有名な郷土料理。

鰕（えび）
テナガエビ・モロゲエビなどの総称で、種
類が多い。秋のモロゲエビ（ヨシエビ）は、
宍道湖七珍の一つだが減少が著しく、テナ
ガエビで代用されることが多い。

白魚（しらを）
シラウオのこと。産卵期は春。おもにプラ
ンクトン動物を食べて成長し、一年で死
ぬ。初春のシラウオは、宍道湖七珍の一つ。

鎮仁（ちに）
クロダイのことで、チヌとも言う。成長す
ると３０ｃｍにもなる。

鴻鴈（かり）
マガンのこと。国の天然記念物。くちばし
はピンクで先端が白く、基部にはっきりと
した白色の輪がある。

鴨（かも）
マガモのこと。脚は、雌雄ともオレンジ色。
くちばしは、雄は緑黄。雌は黒みがかった
オレンジ。冬季多く渡来し、宍道湖北岸に
多く群がる。

（たかべ）
コガモのこと。秋、日本を通って南方にわ
たり、春、また北方に帰る。天然記念物で、
宍道湖はわが国でも有数飛来地。

白鵠（くぐい）
ハクチョウのこと。冬になると現在も宍道
湖・中海に飛来し、その優雅な姿を見せ
る。また宍道湖は、コハクチョウの南限渡
来地で、学術上も注目されている。

松
江
市
大
井
町
の
浜
。
当
時
、
須
恵
器

す

え

き

（
陶
器
）
の
大
生
産
地
で
あ
っ
た
。

（
三
一
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

門
江

か
ど
え

濱
。
伯
耆

は
は
き

と
出
雲
と
の
二
國
の
堺
な

り
。
東
よ
り
西
に
行
く
。

現
在
の
安
来
市
吉
佐

き

さ

町
、
門
生

か
ど
う

町
あ
た

り
の
海
岸
で
あ
ろ
う
。
出
雲
国
と
伯
耆

ほ
う
き

国
の

境
で
、
入
海
の
入
口
に
面
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
弥
生
時
代
に
は
見
張
り
の
た
め
に
集
落

（
陽
徳
遺
跡
）
が
山
の
上
に
作
ら
れ
た
（
詳
し

く
は
二
巻
を
参
照
）。
現
在
は
埋
め
立
て
に

よ
り
、
湖
岸
は
か
な
り
前
進
し
て
い
る
。

る
。む

か
で

嶋
は
大
根
島
北
東
の
江え

島
を
指
す
。

現
在
は
水
門
と
堤
防
に
よ
り
、
大
根
島
、
弓

ケ
浜
と
陸
続
き
だ
。
埋
め
立
て
前
は
、
む
か

で
の
よ
う
な
格
好
を
し
て
い
た
ら
し
い
。

『
出
雲
国
風
土
記
』
で
は
、
中な
か

海う
み

・
宍
道
湖

し

ん

じ

こ

を
ま
と
め
て
「
入い
り

海う
み

」
と
記
し
て
い
ま
す
。
中
海
と

日
本
海
を
へ
だ
て
る
弓ゆ
み

ケ
浜は
ま

が
、

当
時
は
島
（
夜
見
嶋

よ
み
の
し
ま

）
で
あ
っ
た

た
め
、
今
よ
り
も
は
る
か
に
海
水

が
多
く
は
い
り
込
み
、
海
と
呼
ば

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
現
在
の

松
江
市
中
心
地
の
平
地
は
か
な

り
湖
に
没
し
て
お
り
、
宍
道
湖
も

現
在
よ
り
か
な
り
広
か
っ
た
よ
う

で
す
。

こ
こ
で
は
、
意
宇
お

う

郡
、
島
根
郡
、

秋
鹿
あ
い
か

郡
の
項
で
記
さ
れ
て
い
る
入

海
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

野
代

ぬ
し
ろ

の
海
の
中
に
蚊
嶋

か
し
ま

あ
り
。
周め

ぐ

り
六
十

歩ぶ

あ
り
。
中
央

ま
な
か

は
涅
土

く
ろ
つ
ち

に
し
て
、
四
方
は
並な

ら

び
に
礒い

そ

な
り
。
中
央

ま
な
か

に
手
掬
許

た
づ
か
ば
か

り
の
木
一
株も

と

あ
る
の
み
。
其
の
礒
に
螺
子

に

し

・
海
松

み

る

あ
り
。

宍
道
湖
に
浮
か
ぶ
嫁
ケ
島
で
あ
る
。
島
の

土
が
黒
く
、
ま
わ
り
に
岩
が
な
い
の
は
今
も

同
じ
。
海
松
と
い
う
の
は
、
岩
に
付
く
海
藻

か
い
そ
う

の
一
種
「
ミ
ル
」
で
、
当
時
、
宍
道
湖
の
塩

分
が
か
な
り
強
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

子こ

嶋
。
既

こ
と
ご
とに

礒
な
り
。

安
来
市
後
山
沖
の
松
島
。

粟あ
は

嶋
。
椎
・
松
・

多
年
木

あ

は

ぎ

・
宇
竹

う
だ
け

・

眞
前

ま
さ
き

等
の
草
木
あ

り
。

弓
ケ
浜
半
島
に
あ

る
粟
島

あ
わ
し
ま

神
社
の
丘

（
三
八
ｍ
）。
当
時

は
島
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

砥
神

と
か
み

嶋
。
周
り
三
里
一
百
八
十
歩
。
高
さ

六
十
丈
あ
り
。
椎
・
松
・み

ら
の
ね
ぐ
さ

・
薺
頭
蒿

お

は

ぎ

・

都
波

つ

は

・
師
太

し

だ

等
の
草
木
あ
り
。

安
来
駅
の
北
側
に
そ
び
え
る
十
神

と
か
み

山
（
九

二
ｍ
）。
現
在
は
陸
続
き
だ
が
、
当
時
は
島

で
あ
っ
た
。
松
江
方
面
か
ら
安
来
に
向
か
う

と
、
市
街
手
前

か
ら
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
形
に
美
し
い

姿
を
見
せ
る
。

山
頂
に
は
、
石せ

っ

棺か
ん

を
持
つ
古
墳

（
十
神
山
古
墳
）

が
あ
り
、
中
世

に
は
山
城
と
し

て
利
用
さ
れ

た
。

加
茂

か

も

嶋
。
既

に
礒
な
り
。

安
来
市
安

来
港
北
の
亀

島
で
あ
ろ
う
。

陽徳遺跡上空から中海方面を望む。

羽は

嶋
。
椿
・
比
佐
木

ひ

さ

ぎ

・
多
年
木

あ

は

ぎ

・
蕨

わ
ら
び

・
薺お

頭
蒿

は

ぎ

あ
り
。

安
来
市
飯
島

は
し
ま

町
、
権
現
山
で
、
頂
上
に

は
羽
島
神
社
が
あ
る
。
飯
梨
川
が
上
流
か
ら

多
く
の
砂
を
流
し
込
ん
だ
た
め
、
現
在
は
ま

わ
り
が
陸
地
化

し
て
い
る
。
近

世
、
盛
ん
に
行

わ
れ
た
、
た
た

ら
製
鉄
の
た
め

の
鉄
穴

か
ん
な

流
し
も

大
き
く
影
響
し

て
い
る
（
詳
し

く
は
一
巻
を
参

照
）。

た

こ

嶋
。
周
り
一
十
八
里
一
百
歩
、
高
さ

三
丈
あ
り
。（
中
略
）
即
ち
牧ま

き

あ
り
。
陸く

が

を
去

る
こ
と
三
里
な
り
。

蜈
蚣

む
か
で

嶋
。
周
り
五
里
一
百
三
十
歩
、
高
さ

二
丈
あ
り
。（
後
略
）

た

こ

嶋
は
中
海
に
浮

か
ぶ
大
根
島
を
指
す
。

現
在
、
薬
用
人
参
や
ボ

タ
ン
の
産
地
と
し
て
有

名
だ
が
、
当
時
か
ら
土

が
肥
え
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
牧ま

き

と
は
当
時

の
軍
団
で
使
用
す
る
馬

や
牛
を
飼
っ
た
官
立
牧

場
の
こ
と
。
高
低
差
の

少
な
い
広
々
と
し
た
島

で
、
牛
馬
が
飼
わ
れ
て

い
た
様
子
が
想
像
で
き

上空から大根島・江島を望む

松江市大井町。手前は中海
（中海大橋付近より撮影）

大
井
濱

お
ほ
ゐ
の
は
ま

。
則
ち
海
鼠

こ

・
海
松

み

る

あ
り
。
又
、
陶

す
え
の

器も
の

を
造
れ
り
。

邑
美
冷
水

お
ふ
み
の
し
み
づ

。
東
西
北
は
山
に
し
て
並
び
に

嵯
峨

さ

が

し
く
、
南
は
海
に
し
て

漫
ひ

ろ

が
り
、
中ま

央な
か

に
は
鹵か

た

あ
り
、

々

い
づ
み
き
よ

し
。
男
も
女
も
、

老
い
た
る
も
少わ

か

き
も
、
時
々

よ
り
よ
り

に
叢

む
ら
が

り
集つ

ど

ひ
て
、

常
に
燕
會

う
た
げ

す
る
地

と
こ
ろ

な
り
。

松島（左）と粟島神社のある丘

十神山（安来港より撮影）亀島（安来港より撮影）

飯島の丘（安来市飯島より撮影）

和田多

和名鼻

写真はすべて佐藤仁志氏の提供による
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